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会 議 記 録 (1) 

会 議 名 称  令和７年度北本市地域福祉推進委員会 

開 会 及 び 

閉 会 日 時 
 令和７年１１月１４日（金）１４時００分から１６時３０分まで 

開 催 場 所  北本市文化センター 第２研修室 

議 長 氏 名  高島 恭子 

出 席 

委員 (者 ) 

氏 名 

   

  高島 恭子 深谷 忍 茂木 好 斉藤 ゆかり 鹿谷 英治 大澤 猛 

新井 美恵子 仲谷 まり 松﨑 剛 浅野 勉 宇部 光太  佐藤 佐 

山賀 朋子 

欠 席 

委員 (者 ) 

氏 名 

荒井 理恵子  野本慶人 

説 明 者 の 

職 氏 名 

 共生福祉課長 高橋 弘  共生福祉課主幹 宮部 亜由美  主任 岡田 彩 

北本市社会福祉協議会 星野 祐一 

事 務 局 職 

員 職 氏 名 

 共生福祉課長 高橋 弘  共生福祉課主幹 宮部 亜由美 

共生福祉課主任 岡田 彩 

北本市社会福祉協議会 星野 祐一 

会 議 次 第 

１ 開   会 

２ 委員長あいさつ 

３ 委員紹介 

４ 議題 

（１）北本市地域福祉推進委員会について 

（２）第三次北本市地域福祉計画・地域福祉活動計画について 

（３）第三次北本市地域福祉計画・地域福祉活動計画の令和６年度進捗 

状況について 

 ５ その他 

６ 閉会 

配 布 資 料 

資料１  北本市地域福祉推進委員会設置要綱 

資料２  第三次北本市地域福祉計画・地域福祉活動計画進捗状況シート 

資料３  第三次北本市地域福祉計画・地域福祉活動計画について 

参考資料 北本市地域福祉推進委員会 委員名簿 

第三次北本市地域福祉計画・地域福祉活動計画（冊子） 
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発言者 発言内容 

事務局 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

委員長 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

事務局 

 

委員長 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

１ 開会 

 

２ 委員長あいさつ 

 

３ 委員紹介 

 

 

議事に入る前に、会議の公開について説明する。事務局として本会

議は個人情報を取り扱うものではないと判断している。「北本市情報

公開条例」第２１条により『委員会等の会議は公開を原則とする』と

している。また「北本市附属機関等の会議の公開に関する規則」第２

条及び第５条により『会議の公開・非公開の決定』及び『会議資料の

閲覧の同意』について、当該会議に諮ることとしている。委員長より

委員の皆様方にお諮りいただきたい。 

 

事務局から本会議は、原則公開とすることについての説明があった

が同意することでよろしいか。 

 

 【異議なし】 

 

 本会議を公開とする。 

 

 本日の委員会について、事前に傍聴の希望をとったが、希望者がな

かったことを報告する。 

 

会議次第に基づき、委員長に議事進行をお願いする。 

 

 

４ 議事 

 議題（１）「北本市地域福祉推進委員会について」事務局の説明を

求める。 

 

～設置の趣旨等、設置要綱の内容について説明～ 

 

事務局の説明に対して、意見等を求める。 

 

【質疑なし】 

 

質疑が無いため、次に移る。 

議題（２）「第三次北本市地域福祉計画・地域福祉活動計画につい

て」に進む。事務局の説明を求める。 
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事務局 

 

委員長 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

委員長 

 

茂木委員 

 

 

 

 

斉藤委員 

 

 

事務局 

 

 

斉藤委員 

 

 

新井委員 

 

 

 

浅野委員 

 

 

事務局 

 

 

 

～第三次計画概要の説明～ 

 

事務局の説明に対して、意見等を求める。 

 

【意見・質疑なし】 

 

 

 議題（３）「第三次北本市地域福祉計画・地域福祉活動計画の令和

６年度進捗状況」に移る。 

事務局から説明を求めるが、項目が多いため、まずは基本目標１の事

業評価について説明し、委員から質問・意見を伺ってから、基本目標

２に移るというように進めていきたい。 

「基本目標１ すべての世代に福祉の心を広げる意識づくり」施策

１-１から１-３の事業について、事務局の説明を求める。 

 

～施策１-１から１-３について説明～ 

 

事務局の説明に対して、意見等を求める。 

 

（１-３①「地域資源を活かした情報発信」）民生委員から地域に情

報を発信する場合、毎月の定例会で情報を提供いただけると地域にす

ぐ共有できる。 

 

 

（１-２②「サロン活動への支援」）進捗状況のなかで示している数

値に『みんなの食堂』はカウントされているか。 

 

活用した補助金の種類によって、子どもの居場所または高齢者サロン

の数値に振り分けられている。 

 

（１-１②「福祉の心を育む交流事業」）学校行事だけでなく、生活

に近い場（地域）での学びも有効なのではないか。 

 

（１-１①「認知症サポーター養成講座」）認知症サポーター養成講

座への参加者数が伸び悩んでいる。介護を担う世代だけでなく、若い

世代にも積極的に参加を呼びかけてはどうか。 

 

（１-１①「大学公開講座開催事業」）公開講座、地域サロンについ

て全体的な参加人数等の数値がわかるように表記することは可能か。 

 

認知症サポーター養成講座は若い方も参加してほしいので呼びかけ

をしていきたい。 

地域サロンは規模や実施回数が様々なので、延べ人数等で表現する

ことが難しい。大学公開講座については日本薬科大学の「健康寿命を
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委員長 

 

 

 

委員長 

 

 

 

事務局 

 

委員長 

 

斉藤委員 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

委員長 

 

 

 

委員長 

 

 

 

事務局 

 

委員長 

 

茂木委員 

 

 

 

事務局 

延ばす～運動と身体機能に着目して～」は60人、「痛みを和らげる～

痛みのメカニズムと鎮痛薬～」は38人、武蔵丘短期大学の「防災にソ

ナエル～防災食を考える～」は17人の受講者があった。次年度の進捗

状況シートでは受講者人数を併記する。 

 

ほかに質疑はあるか。 

 

【質疑なし】           

 

追加質疑が無いため、次に移る。 

「基本目標２ 地域の福祉を支える担い手づくり」施策２-１から２-

２の事業について、事務局の説明を求める。 

 

～施策２-１から２-２について説明～ 

 

事務局の説明に対して、意見等を求める。 

 

（２-１①「夏のボランティア体験講座」）避難所開設訓練で中学生

が参加できないか打診したが実現できていない。平日の昼に災害が起

こった場合は子どもたちも避難所支援にあたる可能性もある。民生委

員が要介護者役として参加するなど、他団体と協力した内容にするこ

ともできると思われる。社会福祉協議会から学校側に呼び掛けてもら

うことはできないか。 

 

社会福祉協議会にジュニア防災講座がある。学校と協力した企画とし

て新たに立ち上げ、調整することを検討する。 

 

ほかに質疑はあるか。 

 

【質疑なし】            

 

追加質疑が無いため、次に移る。 

「基本目標３ 支援につなぐ仕組みづくり」施策３-１から３-４の事

業について、事務局の説明を求める。 

 

～施策３-１から３-４について説明～ 

 

事務局の説明に対して、意見等を求める。 

 

（３-３②「認知症初期集中支援チームの組織化」）当該事業につい

てあまり周知が進んでいないように感じる。民生委員にもぜひ情報提

供をしてほしい。 

 

担当課である高齢介護課に伝える。 
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委員長 

 

 

 

委員長 

 

 

 

事務局 

 

委員長 

 

宇部委員 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

茂木委員 

 

 

山賀委員 

 

 

事務局 

 

 

委員長 

 

 

 

委員長 

 

 

 

事務局 

 

委員長 

 

仲谷委員 

 

ほかに質疑はあるか。 

 

【質疑なし】            

 

追加質疑が無いため、次に移る。 

「基本目標４ 一人ひとりの安心と安全を守る地域づくり」施策４-

１から４-２の事業について、事務局の説明を求める。 

 

～施策４-１から４-２について説明～ 

 

事務局の説明に対して、意見等を求める。 

 

（４-１③「緊急時（災害時など）に備えた対策」）協定先施設は福

祉避難所開設にあたり補助金が交付されると聞いた。 

補助金を受けているのであれば、福祉避難所開設訓練を実施していな

いのはいかがなものか。 

 

共生福祉課として、協定先に交付される補助金の有無について把握

していないので、調べてみる。ただ、開設訓練の実施と補助金の交付

は関連していない。 

 

（４-１③「緊急時（災害時など）に備えた対策」）避難行動要支援

者名簿は民生委員にも提供してほしい。 

 

避難行動要支援者名簿は市に対して登録するものであり、他組織に

提供してよいものなのか。 

 

避難行動要支援者名簿への登録はあっても情報提供に同意していな

いケースもある。提供範囲や提供方法については今後も協議したい。 

 

ほかに質疑はあるか。 

 

【質疑なし】            

 

追加質疑が無いため、次に移る。 

「基本目標５ 公民協働による地域福祉を推進する体制づくり」施策

５-１から５-２の事業について、事務局の説明を求める。 

 

～施策５-１から５-２について説明～ 

 

事務局の説明に対して、意見等を求める。 

 

（５-１①「多機関協働事業」）重層的支援体制について、事業評価
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事務局 

 

 

浅野委員 

 

 

 

 

 

委員長 

 

深谷委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

はＢとなっているが、初期対応から支援まで早く、とても良い。 

 

北本市は重層的支援体制を先進的に進めてきた。今後も他機関と密

接に連携し継続してゆく。 

 

（５-２①「多機関・多職種による連携強化」）自治会加入者が減少

し自治会活動は縮小傾向にある。当計画の実効性を上げるには共助の

底上げが必要になってくる。自治会長勉強会で共助の大切さを伝えて 

市・社会福祉協議会との協力を強化してゆくべきである。共助が弱い

ままでは地域福祉は成り立たない。 

 

計画全体について意見や質疑はあるか。 

 

会議の開催時期が遅い。前年度の振り返りなので上半期に開催すべ

き。各課は前年度の評価を受けて、翌年度の事業や予算に反映してほ

しい。 

 

今回いただいた意見は令和８年度に反映される。来年度は可能な限

り早く開催し、会議でいただいた意見を各課へ速やかにフィードバッ

クしたい。 

 

 事務局には、本計画に掲げる施策を着実に実施することを改めてお

願いしたい。また、新しいアイデアなどは次期計画に盛り込んでい

き、実行に移していただきたい。 

 本日の議題は以上である。議事進行について、委員の皆様に御協力

いただき、感謝する。 

 

 

５ その他 

 

【事務局より事務連絡】 

 

 

６ 閉会 

 

 

 

 


